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我々は第４回ケミカルバイオロジー年会において、新たに開発した生理活性物質のターゲット

探索に特化した固相担体 AuqFirmusTM開発*)を報告したが、ここでは既存の固相担体（Toyopearl、

Affigel、SCNEGDE gel）との比較検討結果を示す。比較検討ではターゲット既知の化合物 FK506

および benzenesulfonamide を各樹脂に固定化し、ラット脳から調整したライゼートとの結合実験

を行い、それぞれターゲット蛋白質 FKBP12おちび CAIIの捕獲量および妨害蛋白質量（非特異的

結合蛋白質）の比較を行った。FK506をリガンドした系では、さらに真のターゲットであるカル

シニューリン Aの捕獲の有無でも比較検討を行った。 

検討の結果、AquaFirmusと同じ合成樹脂である Toyopearlは妨害蛋白質量が多くターゲット探

索が困難であった。SCNEGDE gelは Toyopearlに比べ妨害蛋白質量は改善されているが改善の余

地があり、カルシニューリンA捕獲が見られなかった。また、アガロース誘導体で世界的には標

準的な AffiGelでは、妨害蛋白質量は AquaFirmus並みに少なく良好な結果を示したが、カルシニ

ューリン A捕獲が見られずKdが弱いターゲット捕獲に問題があることが示唆された。一方、我々

が開発した AquFirmusでは妨害蛋白質量が少なく、かつ、カルシニューリン A捕獲も充分見られ

たことから、今回の比較検討実験では最も優れた結果を示した。しかし、結合実験後のライゼー

トに結合しなかったカルシニューリン Aが認められることから、更なる改善が必要と考えられた。 
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